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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 候 補 と す る 複 数 の 特 徴 量 で あ る 候 補 特 徴 量 を 用 い た 逆 強 化 学 習 に よ り 、 第 一 の 目 的 関 数  
に 含 ま れ る 前 記 候 補 特 徴 量 の 各 重 み を 導 出 す る 第 一 逆 強 化 学 習 実 行 部 と 、
　 前 記 各 重 み が 導 出 さ れ た 候 補 特 徴 量 か ら 一 つ の 特 徴 量 を 選 択 し た 場 合 に 、 当 該 特 徴 量 を  
用 い て 表 現 さ れ る 報 酬 が 、 理 想 的 な 報 酬 の 結 果 に 最 も 近 づ く と 推 定 さ れ る 特 徴 量 を 選 択 す  
る 特 徴 量 選 択 部 と 、
　 選 択 さ れ た 特 徴 量 を 用 い た 逆 強 化 学 習 に よ り 、 第 二 の 目 的 関 数 を 生 成 す る 第 二 逆 強 化 学  
習 実 行 部 と を 備 え た
　 こ と を 特 徴 と す る 学 習 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 特 徴 量 選 択 部 は 、 導 出 さ れ た 候 補 特 徴 量 の 各 重 み を 最 適 な パ ラ メ ー タ と み な し 、 候 補 特  
徴 量 の 中 か ら 、 目 的 関 数 の 部 分 最 適 性 を 最 小 に す る 特 徴 量 を 選 択 す る
　 請 求 項 １ 記 載 の 学 習 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 第 二 の 目 的 関 数 の 学 習 結 果 に 基 づ い て 、 候 補 特 徴 量 の 中 か ら 、 さ ら に 特 徴 量 を 選 択 す る  
か 否 か 判 定 す る 判 定 部 を 備 え 、
　 特 徴 量 選 択 部 は 、 さ ら に 特 徴 量 を 選 択 す る と 判 定 さ れ た 場 合 、 前 記 候 補 特 徴 量 の 中 か ら  
、 既 に 選 択 さ れ た 特 徴 量 以 外 の 特 徴 量 を 新 た に 選 択 し 、
　 第 二 逆 強 化 学 習 実 行 部 は 、 新 た に 選 択 さ れ た 特 徴 量 を 加 え て 逆 強 化 学 習 を 実 行 す る こ と  
に よ り 、 第 二 の 目 的 関 数 を 生 成 す る
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ 記 載 の 学 習 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 生 成 さ れ た 第 二 の 目 的 関 数 の 情 報 量 規 準 を 計 算 す る 情 報 量 規 準 計 算 部 を 備 え 、
　 判 定 部 は 、 前 記 情 報 量 規 準 に 基 づ い て 、 候 補 特 徴 量 の 中 か ら さ ら に 特 徴 量 を 選 択 す る か  
否 か 判 定 す る
　 請 求 項 ３ 記 載 の 学 習 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 判 定 部 は 、 情 報 量 規 準 が 単 調 増 加 す る 場 合 に 、 候 補 特 徴 量 の 中 か ら 、 さ ら に 特 徴 量 を 選  
択 す る と 判 定 す る
　 請 求 項 ４ 記 載 の 学 習 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】



10

20

30

40

50

JP WO2022/044314 A5 2023.4.28(2)

　 情 報 量 規 準 が 最 大 に な っ た と き の 第 二 の 目 的 関 数 に 含 ま れ る 特 徴 量 お よ び 対 応 す る 特 徴  
量 の 重 み を 出 力 す る 出 力 部 を 備 え た
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の う ち の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 学 習 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 出 力 部 は 、 特 徴 量 選 択 部 に よ っ て 選 択 さ れ た 順 に 特 徴 量 を 出 力 す る
　 請 求 項 ６ 記 載 の 学 習 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 特 徴 量 選 択 部 が 選 択 し た 特 徴 量 を ユ ー ザ に 提 示 す る 特 徴 量 提 示 部 と 、
　 提 示 さ れ た 前 記 特 徴 量 に 対 す る ユ ー ザ か ら の 選 択 の 指 示 を 受 け 付 け る 指 示 受 付 部 と を 備  
え 、
　 特 徴 量 選 択 部 は 、 理 想 的 な 報 酬 の 結 果 に よ り 近 づ く と 推 定 さ れ る 、 予 め 定 め た 数 の 上 位  
の 特 徴 量 を １ つ 以 上 選 択 し 、
　 前 記 特 徴 量 提 示 部 は 、 選 択 さ れ た 一 つ 以 上 の 特 徴 量 を ユ ー ザ に 提 示 し 、
　 第 二 逆 強 化 学 習 実 行 部 は 、 ユ ー ザ に よ り 選 択 さ れ た 特 徴 量 を 用 い た 逆 強 化 学 習 に よ り 、  
第 二 の 目 的 関 数 を 生 成 す る
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ７ の う ち の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 学 習 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 候 補 と す る 複 数 の 特 徴 量 で あ る 候 補 特 徴 量 を 用 い た 逆 強 化 学 習 に よ り 、 第 一 の 目 的 関 数  
に 含 ま れ る 前 記 候 補 特 徴 量 の 各 重 み を 導 出 し 、
　 前 記 各 重 み が 導 出 さ れ た 候 補 特 徴 量 か ら 一 つ の 特 徴 量 を 選 択 し た 場 合 に 、 当 該 特 徴 量 を  
用 い て 表 現 さ れ る 報 酬 が 、 理 想 的 な 報 酬 の 結 果 に 最 も 近 づ く と 推 定 さ れ る 特 徴 量 を 選 択 し  
、
　 選 択 さ れ た 特 徴 量 を 用 い た 逆 強 化 学 習 に よ り 、 第 二 の 目 的 関 数 を 生 成 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 学 習 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 コ ン ピ ュ ー タ に 、
　 候 補 と す る 複 数 の 特 徴 量 で あ る 候 補 特 徴 量 を 用 い た 逆 強 化 学 習 に よ り 、 第 一 の 目 的 関 数  
に 含 ま れ る 前 記 候 補 特 徴 量 の 各 重 み を 導 出 す る 第 一 逆 強 化 学 習 実 行 処 理 、
　 前 記 各 重 み が 導 出 さ れ た 候 補 特 徴 量 か ら 一 つ の 特 徴 量 を 選 択 し た 場 合 に 、 当 該 特 徴 量 を  
用 い て 表 現 さ れ る 報 酬 が 、 理 想 的 な 報 酬 の 結 果 に 最 も 近 づ く と 推 定 さ れ る 特 徴 量 を 選 択 す  
る 特 徴 量 選 択 処 理 、 お よ び 、
　 選 択 さ れ た 特 徴 量 を 用 い た 逆 強 化 学 習 に よ り 、 第 二 の 目 的 関 数 を 生 成 す る 第 二 逆 強 化 学  
習 実 行 処 理 を 実 行 さ せ る
　 た め の 学 習 プ ロ グ ラ ム 。
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